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世紀の史料にはミドルクラスを指示するにあたって“middle and respectable class(es)”の表
現が頻繁に使われていたと村岡健次が指摘しているように、リスペクタビリティは、ミド
ルクラスの人々の核となる理念であった3。リスペクタビリティとは、『オックスフォード
英語辞典』（以下 OED）によれば“the state, quality or condition of being respectable in point 

















3 村岡健次『近代イギリスの社会と文化』(ミネルヴァ書房、2002 年)、pp.35-36. 
4 “Respectability”, def.1a. Oxford English Dictionary, 第 3 版 〈http://www.oed.com/view〉 
5 Woodruff Smith, Consumption and the Making of Respectability 1600-1800 (London: 












 本論文は三部立ての全 7 章で構成される。まず、第一部「ファッションアイテムにおけ
るテクノロジー―クリノリン、カシミア・ショール、バッスルと身体シルエットの変遷」
（第 1 章・第 2 章・第 3 章）では、ファッションにおけるテクノロジーの影響を具体的な
服飾品を取り上げて見ていき、さらにその服飾品が女性たちの服装意識にどのような変化
をもたらしたのかを考察した。 























































































                                                     
6 Joseph Nash. Haghe Louis and David Roberts, Dicknsons’ Comprehensive Pictures of the 











































































になった。第三部の第 6 章、第 7 章では、こうした衣服の「反装飾化」の動きに注目し、












































































以上、1850 年代から 1880 年代までのファッションをテクノロジーをキーワードに全 7














いたのである。最後に第三部 第 6 章、第 7 章では、反装飾化するファッションの流れを
辿るなかで、第 1 章から第 5 章までに論じた「大きな産業のテクノロジー」の恩恵による
衣生活を受容したミドルクラス女性たちの、日々の裁縫における「小さなテクノロジー」
に焦点をあてた。女性たちの衣服製作に目を向けると、部分的に刺繍をする、布を縫い合
わせる、装飾を取り付けるという「針」によるテクノロジーから、装飾を削ぎ落とす、布
地を裁つという「ハサミ」によるテクノロジーへと衣服製作における道具の変化がみえて
きた。針はお針子を連想させ、ハサミはテーラーを連想させる道具であるが、ここで重要
なのは、こうした道具の変化をミドルクラスの女性たちが衣生活のなかで経験していたと
いうことであった。本論文の主題である「女性たちの着飾る行為への思考と態度および実
践の変容」、すなわちミドルクラス女性の服装意識の変化は、日々の小さな裁縫による経験
のなかで培われていったのである。 
